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ご
あ
い
さ
つ
　琳

会
長

　
榎
本

房
雄

　
厳
し
い
寒
さ
も
ど
う
や
ら
遠
の
き

あ
た
り
一
面
、
春
の
気
配
が
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
か
、
地

域
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
、
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
地
域
の
皆
様
が
明
る
く
健

康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
平
成
二
十

年
度
事
業
も
昨
春
策
定
し
た
行
動

計
画
に
沿
っ
て
、
順
調
に
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
六
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独

白
‥
の
特
色
の
あ
る
サ
ロ
ン
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
動
計
画
に
盛
り
込
ま

ね
て
お
り
ま
す
「
地
域
見
守
り
活

動
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
方
面
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り

こ
の
シ
ス
テ
ム
構
築
か
忌
が
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
自
治
会

を
始
め
関
係
各
位
の
協
力
か
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
何
分
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
が
明

る
く
健
康
で
生
活
で
き
る
地
域
社

会
実
現
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

糾

臼
田
圃
口

　
村
の
鎮
守
様
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
鷲
神
社
が
、
大
和
田
町

二
丁
目
に
あ
り
ま
す
。
元
旦
の

午
前
○
時
す
ぎ
に
な
る
と
、
鳥

居
か
ら
神
殿
ま
で
親
子
連
れ
や

ご
夫
婦
な
ど
の
参
拝
客
か
列
を

な
し
て
い
ま
し
た
。
境
内
で
は

氏
子
の
方
々
が
社
務
所
の
前
で

参
拝
客
に
お
神
酒
と
甘
酒
を
振

る
舞
っ
て
お
り
、
そ
の
そ
ば
で

焚
き
火
が
焚
か
れ
て
、
寒
い
体

を
暖
め
て
く
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。

旧
川
口

－ －

嶮、、

月
十
一
日
（
日
）
、
大
砂
土
東
小
学
校
に
お
い

て
「
大
宮
若
鳶
会
」
「
大
宮
鳶
組
合
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
『
新
春
は
し
ご
の
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
も

と
、
日
本
の
伝
統
的
演
技
を
一
目
見
よ
う
と
、
大
勢

の
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
［
は
し
ご
の
り
］
の
由
来
に
欠
か
せ
な
い
江
戸
時

代
の
火
消
し
に
関
す
る
説
明
の
あ
と
、
木
遣
と
纏
振

り
の
練
り
歩
き
か
ら
始
ま
り
、
六
メ
ー
ト
ル
五
十
セ

ン
チ
の
高
い
竹
は
し
ご
の
上
で
次
々
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
演
技
に
冷
や
冷
や
、
ハ
ラ
ハ
ラ
の
連
続
。
み
ご

と
な
演
技
の
一
つ
一
つ
に
拍
手
喝
采
で
し
た
。
会
場

で
は
、
甘
酒
や
お
汁
粉
も
振
舞
わ
れ
、
寒
い
体
を
暖

め
る
こ
と
も
で
き
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
叱
月
な
ら
で
は
の
行
事
で
、
普
段
は
あ
ま
り
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
日
本
の
伝
統
文
化
を
観
る
こ
と
は
、

特
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に
も
な
り
、

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
催
し
を
開
催

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

同
門
㈲
副
Ｕ

　
平
成
二
十
年
度
、
堀
崎
町
祭
り
実
行
委

員
会
の
納
会
並
び
に
餅
つ
き
大
会
が
、
十

二
月
一
。
十
一
日
、
晴
天
の
中
、
自
治
会
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
夏
祭
り
七
月
二

十
六
日
、
ニ
ト
七
日
に
開
催
。
又
八
月
二

日
に
は
、
中
山
道
祭
り
に
多
数
参
加
し
、

事
故
も
な
く
大
変
盛
り
上
か
っ
た
祭
り
の

一
年
の
締
め
と
し
て
納
会
を
開
き
、
参
加者

六
十
名
が

手
際
良
く
餅

つ
き
を
行
い

短
時
間
で
あ

ん
こ
ろ
餅
、

お
供
え

を
食
べ

な餅

り
来
年
に

け
て
の

点
な
ど

り
ハ
ロ
い

　
当
サ
ロ
ン
は
、
昨
年

二
月
よ
り
毎
月
第
二
・

第
四
水
曜
日
に
東
大
宮

二
丁
目
集
会
所
で
、
午

前
九
時
半
か
ら
十
一
時

半
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
講
師
に
岡
安
み
や
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
折

り
紙
を
通
し
て
、
毎
回

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
昨
年
十
月
、
埼
玉
会

を反

存語省向か等

意
義
な
一
目

と
な
り
ま
し
た
。

館
で
開
催
さ
れ
た
「
県
老
連
展
示
会
一
に
出
展
し
た
皆
さ

ん
の
力
作
を
十
二
月
七
日
、
二
Γ
・
日
東
会
所
で
行
な
わ

ね
た
「
お
も
ち
つ
き
大
会
」
の
会
場
の
一
画
を
お
借
り
し

て
展
示
し
、
地
域
の
皆
様
に
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　
折
り
紙
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
当
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
ド
さ
い
。
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地
域
支
援

　
包
括
セ
ン
タ
ー
っ
て

　
　
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

私
た
ち
地
域
支
援
包
括
セ
ン
タ

‐
９
’

社セにか祉がた
会ン支ら・織地
福夕え総健続域
祉ILる合康でで

士ほた的医き｀
．　’め・疫るそ
主　の織なよの
任

S

総統どう人
ケ一台的’にら
ア　機一様｀し

マ

!

関包々介い
ネ図で括な推生

１・す的面福活

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ

で
、
そ
の
入
ら
し
い
生
活

ジ
ャ
ー
か
お
り
、

田
介
護
や
高
齢
者
に
関
す
る
様
々

　
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

②
介
護
保
険
で
要
支
援
１
２
と
認

　
定
さ
れ
た
方
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

　
の
お
手
伝
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

③
介
護
保
険
を
必
要
と
し
な
い
元

　
気
な
高
齢
者
の
方
も
、
市
の
健

　
康
診
断
の
際
に
一
緒
に
行
う
生

　
活
機
能
評
価
で
、
生
活
機
能
の

　
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
に
は

　
職
員
が
訪
問
し
、
介
護
予
防
教

　
室
の
参
加
を
提
案
し
ま
す
。

申
）
公
民
館
や
公
園
で
の
一
般
高
齢

　
者
向
け
の
教
室
も
あ
り
ま
す
。

⑤
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
、
よ
り

　
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た

　
め
に
、
他
の
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
て
い

　
ま
す
。

　
電
話
、
来
所
、
訪
問
で
の
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
沼
区
に
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
三
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

・
大
和
田

　
　
　
　
一
六
八
五
－
八
七
九
一

・
敬
寿
園

　
　
　
　
Ｓ
六
八
六
一
二
六
一
一

・
さ
い
た
ま
や
す
ら
ぎ
の
里

　
　
　
　
一
六
八
〇
－
三
二
八
八

段

号彫
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地区社協ってな・あ・に？

さいたま市社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　大砂土東地区社会福祉協議会との関係は？

　地区内の福祉課題に対して主体的・自発的・計画的に取り組

む地区社協に対し、さいたま市社協は活動に必要な財政支援を

はじめ、活動拠点の整備・設置の援助や、活動についての相談、

睦言、情報檀供、研修会、情報交換会の実施などによる支援を

行います。

　また、ひとつの地域で対応、解決できない福祉課題あるいは

各地区が共通して抱える課題は全市的な福祉課題として捉え、

さいたま市社協が地区対協と協力してこれにあたります。

｜

Ｓ

　
大
砂
土
束
地
区
で
は
、
4
9
名
（
大
和
田
地
区
１
５
名
・
堀
崎
地
区
一

６
名
・
島
地
区
４
名
・
東
大
宮
地
区
2
1
名
「
欠
員
２
名
」
及
び
主
任
］

児
童
委
員
３
名
）
が
、
各
担
当
区
域
を
掌
握
し
、
常
に
地
域
の
皆

様
の
迩
場
に
立
ち
、
個
々
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
個
人
に
対

す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
自
主
活
動
・
協
力
活
動
を

一
斤
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
関
係
行
政
機
関
、
福
祉
施
設
、
各

・
腫
協
力
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
の
皆
様
の
パ
イ
プ
役
を
努
め
て

一
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
過
程
で
生
じ
る
様
々
な
諸
問
題
に
対

一 一一 一 一 一

一 一 一 一

処
す
る
上
で
、
次
の
三
部
会
を
立
ち
上
げ
、
定
例
的
に
、
時
に
は

必
要
に
応
じ
会
議
も
し
く
は
講
習
会
を
催
し
、
関
連
情
報
の
収
集

や
知
識
の
習
得
を
研
錨
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
生
活
援
護
部
会

　
主
に
生
活
保
護
や
福
祉
諸
制
度
を
学
ぶ
。
施
設
見
学
。

○
高
齢
者
福
祉
部
会

　
介
護
老
人
隔
址
施
設
等
の
施
設
見
学
や
福
祉
諸
制
度
を
学
ぶ
。

○
児
童
福
祉
部
会

　
児
童
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
習
得

一 一 一

鹿町r7ンコイン（100円）サロンが

　　　　　　　　　　　　　姐疹11疹嗜

日時：平成21年２月18日（水）

　　　午前10時から12時（入退室自由）

場所：島町自治会館１階ホール　　　：

Ｓ り

－　－

　のぞいで彫廳菅んか？吻斌の宣諺癈菅回ン
-一 一 - -
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(100円を持って遊びに来てください)

会費なし

会費あり

ｰ

会費なし

ｰ

会費あり

10時～12時和い語いサロン　|地区社協事務所　|毎月第1火曜日
＝ 一

月～金13時～16時半

一一一

第3金曜日10時半～]4時半

尼崎町1670番地

|大和田田|

凡人会|堀　|瑞　町

いきいきサロン　|第二集会所|県営砂団地
－ 一 一

？町゛゜ﾝ|東竺ﾜ:懇懇［j2゛4“”゛゛j芒．|東大宮２丁目

一

問い台iｺ廿は当事務所まで
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見
湿
度
の
ア
ニ
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力
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織
本
重
道

　
見
沼
区
大
和
田
町
二
丁
目
に
鎮
座
し
て
い

る
。
文
政
年
間
に
編
ま
れ
た
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
大
和
田
村
の
項
に
「
鷲
宮
社
村

の
鎮
守
な
り
、
佩
禧
寺
侍
」
と
あ
る
。
祭
神

は
天
徳
目
命
（
あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
）
。

北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
の
鷲
宮
神
社
か
ら
勧
請
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
穂
日
命
は
天
安

河
の
誓
約
の
時
、
須
佐
ノ
男
命
か
天
照
大
神

の
髪
に
付
け
て
い
た
勾
玉
を
噛
み
砕
い
て
吐

き
出
し
た
息
吹
の
霧
か
ら
生
れ
た
神
と
い
う
。

徳
目
は
稲
穂
と
太
陽
に
因
ん
だ
神
名
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
農
業
神
と
し
て
祀
ら
わ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
現
社
殿
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
建
立

と
い
い
、
唐
破
風
入
母
屋
造
で
、
細
工
も
素

晴
ら
し
い
。

　
明
治
四
十
年
に
村
内
の
秋
葉
社
（
火
産
霊

社
）
等
を
合
祀
。
こ
の
た
め
現
在
は
天
徳
日

面
の
他
に
糾
遇
突
智
命
、
火
産
宣
命
、
須
佐

之
男
尊
、
菅
原
道
真
公
、
倉
稲
魂
命
、
高
皇

産
霊
神
、
面
足
命
・
惶
根
命
、
保
食
命
も
祀

っ
て
い
る
。

　
主
な
祭
日
は
七
月
十
五
目
の
伸
幸
祭
と
ト

月
二
目
の
例
大
祭
で
あ
る
。
神
幸
祭
は
天
工

様
の
祭
り
と
い
わ
れ
て
い
た
と
い
い
、
も
と

は
秋
葉
社
の
境
内
社
ハ
雲
社
（
牛
頭
天
王
社
）

の
祭
礼
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
っ
て
は

山
車
と
陣
所
が
町
内
に
繰
り
出
し
賑
わ
っ
た

ｌ
ｌ前方

現
在
休
止
し
て
い
る
。
最
近
、
初
詣
に

れ
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。

境
内
に
は
「
庚
申
待
供
養
成
就
研
ご
と
記

さ
れ
た
宝

暦
八
年

　
こ
七
五

八
）
の
手

水
石
等
、

責
重
な
石

造
物
も
多

い
。幟

は

幕

末

の

一一
一筆

と
い
わ

れ

た
市
河

米

庵

揮

毫
の

も

の

で

あ

る

●●●●●●●●
●
●
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ピ
ル
風
と
飛
行
機
　
　
　
●

　
五
百
人
も
の
人
を
乗
せ
た
大
き
な
飛
行
機
●

が
空
を
飛
ぶ
の
は
、
と
て
も
不
思
議
な
こ
と
●

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
不
思
議
は
「
飛
行
。

機
が
飛
ぶ
の
は
ピ
ル
風
と
同
じ
原
理
」
か
ら

来
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

　
実
際
、
飛
行
機
は
そ
の
翼
に
ピ
ル
風
を
起
こ
し
て
揚
力
を

生
じ
、
重
い
機
体
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　
秘
密
は
翼
の
断
面
の
形
に
あ
り
ま
す
。
翼
の
上
面
は
上
側

に
膨
ら
み
、
下
面
は
ほ
と
ん
ど
平
ら
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

僅
か
で
す
が
上
側
に
向
か
っ
て
凹
ん
で
い
ま
す
。
Ｌ
Ｌ
側
の
膨

ら
み
は
ビ
ル
の
角
の
出
っ
張
り
と
同
じ
で
、
空
気
の
清
和
を

速
く
し
ま
す
。
一
方
、
下
側
の
流
れ
は
ほ
と
ん
ど
変
化
か
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
上
側
だ
け
ピ
ル
風
か
吹
く
よ
う
に
し

て
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
「
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
法
則
」
と
い
う
も
の
に
よ

っ
て
、
上
側
の
流
和
は
圧
力
か
低
下
し
、
下
側
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
の
で
、
翼
に
は
下
か
ら
上
に
押
し
上
げ
る
「
揚

力
」
が
生
じ
、
飛
行
機
は
空
気
の
力
で
支
え
ら
和
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
風
の
よ
う
に
後
ろ
に
渦
を
巻
く
領
域
が
で
●

き
で
は
駄
目
な
の
で
、
翼
の
上
下
と
も
空
気
が
滑
ら
か
に
涜
●

　
　
　
　
ね
る
よ
う
に
翼
型
は
流
線
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
●
一
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

車
椅
子
を
貸
出
し
ま
す

自
走
用

介
助
用

一台
一
台

　
お
気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
　
り
・
ワ
９
り
・
ワ
讐
９
讐
９
讐

　
各
種
募
金
金
額
の
報
告

　
平
成
一
一
十
年
度
の
募
金
額
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　
Ｏ
日
本
赤
十
字
募
金

　
　
　
　
　
二
、
〇
。
八
〇
、
六
一
五
円

　
○
賛
助
会
費

　
　
　
　
　
一
、
〇
八
四
、
九
〇
〇
円

　
Ｏ
赤
い
羽
根
募
金

　
　
　
　
　
三
、
三
八
八
、
〇
四
一
円

　
Ｏ
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
　
　
　
　
一
、
一
六
ス
五
九
八
円

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝

中
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
●
●

●●

　
φ
・
雫
腐
緊
曜
紀
輦
◆

　
「
な
ん
と
な
く
今
年
は
良
い
こ
と

あ
る
ご
と
し
、
元
日
の
朝
、
晴
れ

て
風
な
し
」
と
物
の
本
に
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
事
と
推
察
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
に
「
よ

ろ
こ
ば
れ
る
・
役
立
つ
・
必
要
と

さ
れ
る
」
よ
う
、
発
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ

０
ま
し
た
ら
、
当
地
区
社
協
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
広
報
部
一
同
）
　
　
’

◇
問
合
せ
◇

　
尺
砂
土
東
地
区
徊
会
福
祉
協
議
会

　
電
話
六
八
七
Ｆ
七
九
五




